
平成26年3月27日 

各 位 

株式会社フジ・メディア・ホールディングス 

代表取締役社長 太田 英昭 

 

 

当社連結子会社元社員による不正行為に関するお知らせ 

 

 

 今般、当社の100％子会社である株式会社ストーリア（本社：東京都港区）において、同社に

出向していた当社連結子会社である株式会社フジテレビジョンの元社員による不正行為（会社資

金の私的流用）が行われていたことが判明いたしました。 

 当社の子会社においてこのような事態が生じたことは遺憾であり、株主、お取引先の皆様をは

じめ、関係者の皆様に多大なるご迷惑とご心配をお掛けしますことを、深くお詫び申し上げます。 

当社では、従前より内部統制の強化に取り組んでまいりましたが、今回の事態を重視し、管理

体制を一層強化し、再発防止の徹底に努めてまいります。 

ストーリアのお客さまに従来どおり安心して同社のサービスを受けていただけますよう、当社

は引き続き資金面・経営面での支援を行ってまいります。 

 

 尚、本件について、連結業績に与える影響は軽微であります。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成26年3月27日 

各 位 

株式会社フジテレビジョン 

代表取締役社長 亀山千広 

 

 

当社元社員による不正行為に関するお知らせ 

 

 

今般、当社元社員による不正行為（会社資金の私的流用）が行われていたことが判明いたしま

した。このような事態が生じたことは極めて遺憾であり、お客様をはじめ、関係者の皆様に多大

なるご迷惑並びにご心配をおかけしますことを深くお詫び申し上げます。 

 

記 

 

１．不正行為の概要  

本件は、当社元社員が、出向先である株式会社ストーリア（本社：東京都港区）の銀行口座から

自らの銀行口座に不正に送金したという事案です。外部の専門家の指導を得ながら社内調査を進

めた結果、被害総額は合計約1億円であることが明らかになりました。 

 

２．当社の対応について 

（１）当該事案発覚後、直ちに社内調査委員会を編成し、外部の専門家の指導を得ながら調査を

実施した結果、上記の不正行為の概要が明らかになったため、当該元社員を昨日付で懲戒解雇処

分としました。また、株式会社ストーリアは今後刑事告訴も視野に検討してまいります。 

 

（２）当社では、従前より内部統制の強化に取り組んでまいりましたが、今回の事態を重視し、

管理体制を一層強化し、再発防止の徹底に努めてまいります。 

 

以上 

 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 

元社長（元フジテレビジョン社員）による会社資金の不正流用について 

平成26年3月27日 

 

この度、元フジテレビ社員で当社の元社長が約1億円の会社資金を私的に流用したことが判明

いたしました。調査した結果、本人もすべてを認め、平成26年3月20日付で代表取締役社長を

辞任いたしました。このような不祥事を起こし、日頃より当社が営むブライダル事業を応援して

いただいているみなさまにご迷惑をおかけしましたことを深くお詫び申し上げます。 

当社といたしましては、原因究明・再発防止策を策定し、すでにチェック機能を強化して業務

を実施しております。また、当社の親会社である株式会社フジ・メディア・ホールディングスか

らは資金面・経営面での支援、株式会社フジテレビジョンからは実務面での支援が継続されるこ

とを確認しております。なお、当社の会社資金の私的流用につき、お客さまへの損害はございま

せん。 

今後はこのようなことが二度と起きないよう、再発防止策の徹底と当社内の行動規範の再徹底

を図ってまいり、今回のことを糧として、みなさまから愛され信頼されるブライダル事業会社と

なりますよう努めてまいる所存です。今後とも変わらぬご支援・ご声援を賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

株式会社ストーリア 代表取締役社長 冨川八峰 

 

 
 

【本件に関するお問い合わせ窓口】 
 電話番号 ： 03－5500－8888（㈱フジテレビジョン広報部 上野、植村） 


